
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

憲法を守る 秋葉区 

九条の会 
№62 2016.2.22 

秋葉区「九条の会」事務局 

新 津 教 育 会 館 内 

新潟市秋葉区善道町2－9－44 

Tel 0250-23-0764  Fax 0250-23-0764 
http://9jo.iinaa.net/index.htm 

安倍内閣…「戦争する国」へひた走る 

新年度予算、軍事費初の 5 兆円突破！ 

今、国会では２０１６年度の予算審議中です。安倍政権

発足以来、軍備増強を続けてきましたが、今年度予算では、

ついに５兆円を超える額となります。 

 購入予定品目は、以下の通りです。 

◎Ｖ２２オスプレイ４機（４４７億円） 

◎水陸両用車「ＡＡＶ７」１１両（７８億円）、 

◎機動戦闘車３６両（２５２億円） 

◎ステルス戦闘機「Ｆ３５」６機（１０８４億円） 

◎新型輸送機「Ｃ２」の取得費 

◎空中給油機「ＫＣ４６Ａ」１機（２３１億円） 

◎無人偵察機「グローバルホーク」（１４６億円） 

◎新型早期警戒機「Ｅ２Ｄ」１機（２６０億円） 

◎最新鋭のイージス艦１隻（１７３４億円） 

◎「そうりゅう」型潜水艦１隻（６３６億円）の建造 

日本、戦争前夜･･･ミサイル発射準備完了！ 

秘密保護法、戦争法が成立したことを受け、安倍内閣は対外戦争が

できる準備を着々と進めています。法律準備段階から、実行段階へ

の移行と見なければなりません。１度、憲法を破ると際限ない「憲法

破壊」行為が実行されていきます。 

 北朝鮮ロケットに対して、中谷防衛大臣は、「破壊措置命令」を出

し、東京、沖縄などへＰＡＣ３ミサイルを配備、自衛隊は戦闘態勢に入

りました。  

オスプレイ         ステルス戦闘機「Ｆ３５」      新型早期警戒機「Ｅ２Ｄ」       無人偵察機「グローバルホーク」 

                       

 

 



 
 

 
秋葉区のすみずみまで響かそう、 

皆でつなぐ、平和のメッセージを！ 

１枚の写真が問いかけるもの    
板橋 育夫 （新町） 

インターネ 

ット上で、米 

国 の 写 真

家・デビッド・

ジェイ氏の

写真を見た。

彼は、３年に

わたり軍事

病院を訪問

し、イラクと

アフガニス

タン戦争で

負傷した戦

士たちの写 

 

真を撮影した。 

 「戦争とは何か。負傷したアメリカ兵の姿に目

が離せなくなる…」の写真展が大きな反響を呼

んでいる。この写真には「イラクの路傍爆弾に

よって火傷を負った軍曹。この作戦の唯一の生

存者」との説明がついている。 

 戦争の現実は、「この１枚の写真」がすべてを

物語っている。正義感に燃えた、屈強な若者も、

破壊力の強い兵器の前にはひとたまりもない。

被写体になることを承知して、カメラの前に立

つ決心をした元兵士の心境を知る由もないが、

彼の口元から、「見てください。これが戦争の現

実です」の声が聞こえてくる。 

安倍首相は、「国民の生命と財産を守るのは政

治家の責任です」声高に語るが、兵器によって、

それを守ることはできない。戦争法によって、

「殺し殺される現実」が迫っている時だからこ

そ、７月の参議院選挙の投票の結果は大きい。

「戦争法廃止を」を公約にする議員を国会に送

ろう。 

秋葉区平和４団体、県内５政党に要請文を提出 

「市民と５政党」が推せる「野党統一候補」を早く決めて！ 

秋葉区で、安保法制の廃止と立憲主義の回復を求めてきた平和４団体（新津地区平和を求める連

絡会、アフリカへ毛布を送る会、憲法ネット・戦争をさせない１０００人委員会、秋葉区９条の会）は、２月１３日、

県職労会議室でこれからの運動の進め方について話し合いをしました。 

 ２月２２日午前中に、県内５野党（維新の党、社民党、生活の党、日本共産党、民主党）をまわり、要請

文を手渡してきます。 

要 請 文 抜 粋 
わたしたち・新潟市秋葉区の平和４団体は、憲法違反の安保法の阻止のため、共同でたた 

かってきました。残念ながら国会での議席数が足りないために、自民・公明政権の強行可決 

を許してしまいました。 

  憲法違反の安保法は、一刻も放置することはできません。７月の参議院選挙で自民公明 

勢力を少数派に追い込み、安保法を廃止させたいと考えています。とりわけ、３２の一人区 

（新潟選挙区）の勝敗は決定的に重要です。 

  秋葉区では、自民の票固めが進んでいます。その牙城を崩すのは、そんなに簡単では 

ありません。安保法の廃止と立憲主義の回復を求める「５つの政党と市民」が、がっちりと 

手を組み、県民の皆様に訴えることが必要です。 

  未だに「野党統一候補」が決まらない事態に、多くの市民がやきもきし、心配しています。 

これまでのいきさつを乗り越え、安保法廃止と立憲主義回復の大義のために、野党統一 

候補を早急に決められるよう要請します。 

 

 


